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１． 目的 

1998年、サッカー日本代表が初めて FIFAワー

ルドカップに出場した際に、ゴールキーパー（以

下、GK）の養成が急務であるという課題点が挙げ

られ、GK の練習環境の整備が進められた。2022

年までの約 30年の間に、多くの GKが指導を受け

られるようにと、様々な施策が行われている。    

その中で、佐賀県では GK育成（普及）プロジェ

クト（以下、GK プログラム）が展開されており、

佐賀の GK のトレーニング環境改善の一役を担お

うとしている。 

本研究の目的は、GKプログラムに参加する選手

の練習環境を把握するとともに、GKプログラムが

選手にどのように寄与しているのか評価を行い、

成果と課題を抽出し、さらなる改善に向けた提言

を試みることである。 

 

２． 研究方法 

１） 研究対象者は、GKプログラムに参加する選

手（40名）とその保護者である。また、GK

プログラムに詳しい専門家（2名）である。 

２） 調査方法は、GKプログラムに参加する選手

とその保護者にアンケート調査を実施し

た。また、GKプログラムに詳しい専門家に

は、インタビュー調査を行った。 

３） 選手とその保護者へのアンケート調査は、

Microsoft Formsにて集計・分析を行った。

インタビュー調査は、半構造化インタビュ

ーを用いた。 

 

３． 結果と考察 

１）  GK プログラムに参加している選手の所

属チームに GKコーチがいる割合は、小学生

が 46％、中学生が 25％、高校生が 30％と

いう結果となった。以上の結果から、所属

チームにおいて、質の高い練習を行うこと

ができていないことが示された。 

２） 選手・保護者アンケートにおいて、「GK と

して成長したか」という項目は、ほぼ全員

が成長を実感しており、GKプログラムの満

足度が高いことが分かった。 

３） 保護者アンケートにおいて、否定的な意見

が多かったのは、「GK プログラムの実施回

数について」「移動に要する時間について」

の２項目である。実施回数を増やしてほし

いという意見が全体の３割を占めていた。

移動に要する時間については、車での移動

で 30 分以上かけていると回答したのが 8

名、１時間以上かけていると回答したのが

４名であった。 

４） インタビュー調査においては、「指導者数

が多いことや若い指導者が複数いることが

GK プログラムの満足度の高さに繋がって

いる」「より高いレベルでの指導のために

ライセンス取得などの指導者養成が必要で

ある」という意見が挙げられた。 

４． 結論 

 本研究では、所属チームにおいて満足できる練

習が出来ていない選手が GK プログラムに参加す

ることで質の高い指導を受けようとしていること

や GKプログラムが提供する指導内容は、選手・保

護者共に満足度が高いことが分かった。また、開

催頻度や開催場所の検討を行い、より良い形での

佐賀の GK のための練習環境を提供することの必

要性が示唆された。そして、よりレベルの高い指

導を行うためにライセンス取得などの指導者養成

を行うべきであるということが分かった。 
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